
今週のお花のご紹介

❶

❸

❹

※お花の入荷状況や、生育具合によっては、お花の種類や色味が異なる場合が
あります。予めご了承ください。また、お花はつぼみの状態で届く場合がございます。

❷

●急激な室温の変化は、お花の元気がなくなってしまう原因になります。室温はできるだけ

一定に保っていただくのがおすすめです。●水は毎日きれいなものに取り換え、花瓶は洗剤

で洗い、清潔に保ちましょう。 ●水切り（茎の最下部を1～2cm切ること）を2,3日に1度行い

ましょう。 ●傷んだ切り花は水を汚す原因になり、他のお花が枯れる原因になるので取り

除きましょう。 ●直射日光を避け、エアコンなどの風が当たらないところに飾りましょう。

長く楽しむために

しおれていた

大変申し訳ございません。

カスタマーサポートまで

ご連絡くださいませ。

枯れていた、
茎が折れていた 0120-016-916

［受付時間 10～17時（土日祝含む）］

cs@oisix.com

フリーダイヤル

メール

カスタマーサポート

ご購入いただいたみなさまへ
品質には万全を期しておりますが、万一、お届けの商品に劣化・破損がある場合は、恐れ入りま

すが、カスタマーサポートまでご連絡くださいませ。

❶デンファレ
…お花の性質上、先端のつぼみ
は咲くことなく、黄変して落ちる
場合がございます。
❷スプレーセンニチコウ
❸ヒペリカム
❹マルバルスカス

茎を1～2cm程度水切りして

いただくと、水の吸い上げが

よくなり、数時間で元気に

なる場合がございます。



飾り方のポイント

ゼリー状の保水剤をき
れいに水で洗い流す。

茎を1～2cm程度水切り
する。断面からの水の吸
い上げが良くなります。

花瓶の水につからない
ところまでを目安に不
要な葉や蕾を取り除く。

下準備 水切りをしましょう

マルバルスカスは花瓶に入ってしま
う葉を切り取り、前方と後方へそれ
ぞれ違った方向へ生ける。

デンファレはいたみのある花があれ
ば取り除き、ルスカスのクッションを
生かして動きを整えて生ける。

ヒペリカムは余分な葉を取り除き
やや後方へ生ける。

スプレーセンニチコウは枝分かれを
切り、アクセントとなるよう動きを出
しバランスを見て生ける。


